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２０１８年 ５月２２日 北九州地区労連ニュースＮＯ１３９（１） 

 

今
年
の
第
８
９
回
メ
ー
デ
ー
は
、
「
戦

争
法
・
秘
密
保
護
法
廃
止
、
共
謀
罪
成

立
阻
止
！
」
「
な
く
せ
貧
困
と
格
差
、

大
幅
賃
上
げ
、
」「
残
業
せ
ず
に
生
活
で

き
る
賃
金
を
！
」
「
北
九
州
で
の
公
契

約
条
例
の
制
定
」
「
市
民
と
野
党
の
共

闘
で
安
倍
『
暴
走
政
治
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
』

な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
開
催

さ
れ
、
安
倍
政
権
の
悪
政
に
苦
し
め
ら

れ
て
い
る
労
働
者
・
市
民
の
切
実
な
要

求
を
総
結
集
す
る 

怒
り
の
メ
ー
デ
ー
集
会
と
な
り
ま

し
た
。 

「安
倍
暴
走
政
治
ス
ト
ッ
プ
」 

永
冨
実
行
委
員
長
が
強
調 

 

永
冨
実
行
委
員
長
は
、
「
公
文
書
偽

造
問
題
が
安
倍
政
権
の
根
幹
を
揺
る

が
し
て
い
る
。
本
日
の
集
会
を
安
倍
政

権
の
国
民
い
じ
め
の
政
策
を
転
換
さ

せ
る
大
き
な
た
た
か
い
の
出
発
点
と

し
た
い
。
」
と
述
べ
、
改
憲
勢
力
を
少

数
派
に
追
込
む
た
た
か
い
に
全
力
を

あ
げ
て
よ
う
と
を
訴
え
ま
し
た
。 

 

来
賓
は
、
４
団
体
１
７
人
が
登
壇

し
、
門
馬
福
岡
県
中
央
メ
ー
デ
ー
実
行

委
員
会
副
実
行
委
員
長
、
三
輪
北
九
州

市
民
の
会
事
務
局
長
、
平
和
を
あ
き
ら

め
な
い
ネ
ッ
ト
の
池
上
弁
護
士
、
仁
比

参
議
院
議
員
か
ら
激
励
の
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

祝
電
は
、
北
九
州
市
長
、
北
九
州
市

労
働
者
支
援
事
務
所
、
日
本
共
産
党
国

会
議
員
団
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
全
印
総
連

Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
労
組
藤
岡
副
委
員
長
が
読

み
上
げ
て
紹
介
し
ま
し
た
。 

【
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
】 

雨
あ
が
り 

 

６
月
１
日
は
電
波
の
日
。
ラ
ジ
オ
・

テ
レ
ビ
・
携
帯
電
話
と
情
報
通
信
分
野

で
活
躍
し
日
常
生
活
に
不
可
欠
で
あ

る
。
ち
な
み
に
電
波
は
光
と
同
じ
速
度

で
あ
り
、
１
秒
間
に
地
球
を
７
周
半
、

３
億
メ
ー
ト
ル
す
す
む
。
興
味
が
あ
れ

ば
、
天
体
で
聞
く
「
光
年
」
の
距
離
を

計
算
し
て
み
て
は
？ 

さ
て
、
同
じ
日
に
施
行
さ
れ
た
の

が
、
放
送
法
で
あ
る
。
み
な
さ
ん
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
は
払
っ
て
い
ま
す

か
？
民
放
は
無
償
で
あ
る
が
、
な
ぜ
経

営
で
き
る
の
か
？
答
え
は
広
告
収
入

で
あ
る
。
な
の
で
ス
ポ
ン
サ
ー
を
悪
く

い
え
ば
、
手
を
引
か
れ
収
入
が
減
る
の

で
非
難
で
き
な
い
。 

一
方
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
Ｃ
Ｍ
が
な
い
の

は
国
民
の
受
信
料
で
運
営
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
だ
が
最
近
の
報
道
は

「
国
」
の
考
え
を
肯
定
す
る
内
容
が
増

え
た
と
感
じ
る
の
は
、
「
国
」
か
ら
補

助
金
を
得
て
運
営
せ
ざ
る
を
得
な
い

財
政
だ
か
ら
だ
と
思
う
。 

国
が
運
営
す
れ
ば
、
国
の
方
針
に
逆

ら
え
な
い
内
容
ば
か
り
が
「
流
さ
れ

る
」
こ
と
と
な
り
、
お
か
し
い
と
い
う

意
見
は
抹
殺
さ
れ
る
。
教
育
と
同
様
、

過
去
の
悲
し
い
歴
史
の
反
省
を
ふ
ま

え
て
今
の
受
信
料
制
度
が
成
り
立
っ

て
い
る
と
私
は
思
う
。 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
「
国
営
放
送
」
と
言
わ
ず

「
公
共
放
送
」
と
い
い
つ
づ
け
る
訳

を
、
い
ま
一
度
考
え
て
ほ
し
い
。 

（
仙
） 

 

第
８
９
回
北
九
州
統
一
メ
ー
デ
ー
は
、
５
月
１
日
（
火
）
１
０
時
、
新
緑
映
え
る
勝
山
公
園
図
書
館
横
広
場
で
、
５
６
団
体
８
３
３
人
の
労
働
者
・
市
民
が

参
加
し
大
き
な
成
功
を
お
さ
め
ま
し
た
。
メ
ー
デ
ー
集
会
参
加
者
は
、
プ
ラ
カ
ー
ド
や
横
断
幕
な
ど
を
か
か
げ
、
市
内
２
ヵ
所
（
金
田
公
園
、
堺
町
公
園
）
か

ら
打
ち
上
げ
花
火
を
合
図
に
、
式
典
会
場
ま
で
、
「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
」
「
嘘
と
疑
惑
ま
み
れ
の
安
倍
政
権
即
時
退
陣
を
！
」
な
ど
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を

し
な
が
ら
デ
モ
行
進
を
行
い
、
会
場
入
り
口
で
日
本
共
産
党
議
員
の
皆
さ
ん
の
激
励
を
受
け
な
が
ら
入
場
し
ま
し
た
。 

第
８
９
回
北
九
州
統
一
メ
ー
デ
ー

式
典
は
、
１
０
時
の
打
ち
上
げ
花
火
を

合
図
に
、
北
九
州
の
う
た
ご
え
連
絡
会

に
よ
る
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
な

ど
の
合
唱
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
。
八
木
健

和
会
労
組
執
行
委
員
長
が
開
会
を
宣

言
し
ま
し
た
。 

永冨実行委員長が主催者を代表して挨拶 

市内２つの公園から元気一杯デモ行進で会場に 

１７人の来賓を代表して４人から挨拶を受けました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
各
団
体
か
ら
の
発
言
」
と
し
て
訴

え
ら
れ
た
課
題
は
い
づ
れ
も
切
実
な

課
題
で
す
。
嘘
と
疑
惑
ま
み
れ
の
安
倍

政
権
、
即
時
退
陣
し
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。
こ
れ
か
ら
夏
の
た
た
か
い
の

最
重
要
課
題
と
し
て
頑
張
り
ま
し
よ

う 

課
題
別
発
言
は
、
た
た
か
う
メ
ー
デ
ー
に
ふ
さ
わ
し
く
北
九
州
・
全
国
で
た
た
か
わ
れ
て
い
る
要
求
課
題
に
つ
い
て
９
団

体
か
ら
訴
え
・
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
安
倍
政
権
は
、「
憲
法
改
悪
」「
労
働
法
改
悪
」
を
た
く
ら
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
攻
撃
に
対
し
て
野
党
と
市
民
の
共
同
・
共
闘
の
力
で
跳
ね
返
す
た
た
か
い
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
初
め
て
発
言
し

た
北
九
州
共
闘
の
竹
内
議
長
は
、
連
合
全
国
一
般
や
全
労
協
系
の
ユ
ニ
オ
ン
北
九
州
の
仲
間
と
登
壇
し
報
告
。
北
九
州
で
の

共
同
の
広
が
り
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

２０１８年 ５月２２日 北九州地区労連ニュースＮＯ１３９（２） 

 

すべての争議の勝利解決、共謀罪反対のたたかい、辺野古新基地建設反対、メーデー開催経費、憲法

闘争などで会場で訴えたカンパは、９万８３５１円が集約されました。また、新婦人、母親大会実行委

員会、年金者組合などが出店した模擬店は、どの団体もそれなりの売り上げがあり、全体としてはメー

デーの雰囲気を盛り上げる役割りを果たしてもらう事ができました。 

 

発言内容と発言団体 
 

１】 労働法制改悪反対全国キャラバン報告  北九州共闘センター 竹内議長 

２】 全国一律最低賃金制度の実現      エフコープ生協労組 舌間副委員長 

３】 ３０００万署名で安倍政権退陣へ    新婦人八幡東支部 山下事務局長 

４】 第５５回北九州母親大会の取り組み  母親大会実行委員会 堀田実行委員長 

５】 年金・生保基準引き下げ違憲訴訟報告 いかんよ貧国福岡の会 藤元事務局長 

６】 子供たちの今と未来を豊かなものに   全教北九州教職員組合 中川書記長 

７】 アスベスト被害の根絶と完全救済を  福建労北九州支部 柴田産業対策部長 

８】 労働者が安心できる医療・介護の実現を  医労連健和会労組 佐藤副委員長 

９】 消費税増税反対             福商連小倉民主商工会 嶋田会長 

 

労
働
法
制
改
悪
反
対
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン

行
動
に
つ
い
て
発
言
し
た
北
九
州
共
闘
の

竹
内
議
長
は
、
共
同
の
力
で
、
働
き
方
改

革
法
案
を
廃
案
に
す
る
た
め
に
と
も
に
た

た
か
う
と
よ
び
か
け
ま
し
た
。 

争議団共闘などがたたかいの訴え！ 

プ
ラ
カ
ー
ド
展 

最
優
秀
賞
は
、
北
九
市
職
労
女
性
部 

メ
ー
デ
ー
集
会
で
採
択
さ
れ
た
特
別
決
議
「
民
主

主
義
の
根
幹
を
壊
す
公
文
書
の
改
ざ
ん
に
抗
議
し
、

森
友
・
家
計
疑
惑
の
徹
底
究
明
、
安
倍
内
閣
の
退
陣

を
求
め
ま
す
」
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
第
５
回
実

行
委
員
会
で
協
議
し
安
倍
首
相
と
麻
生
財
務
大
臣

宛
に
送
付
し
ま
し
た
。 

 

今
年
の
メ
ー
デ
ー
集
会
に
は
、
多
く
の
団
体
が
プ
ラ

カ
ー
ド
や
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
掲
げ
て
メ
ー
デ
ー

会
場
に
入
場
し
ま
し
た
。
プ
ラ
カ
ー
ド
展
へ
の
申
し
込

み
は
、
１
６
団
体
１
８
作
品
が
持
ち
込
ま
れ
、
ど
の
作

品
も
素
晴
ら
し
い
で
き
ば
え
で
し
た
。 

 

８
人
の
審
査
委
員
に
よ
っ
て
慎
重
に
審
査
さ
れ
、
最

優
秀
賞
に
は
北
九
市
職
労
女
性
部
の
「
子
ど
も
た
ち
に

平
和
な
未
来
を
」、
金
賞
に
は
、
年
金
者
組
合
小
倉
支
部

の
「
若
い
人
も
高
齢
者
も
安
心
で
き
る
年
金
制
度
の
実

現
を
！
！
」
が
選
ば

れ
実
行
委
員
長
か

ら
表
彰
状
と
副
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

 

他
に
は
銀
賞
２

作
品
、
銅
賞
３
作
品

が
選
ば
れ
、
そ
の
ほ

か
の
作
品
は
佳
作

入
賞
と
な
り
ま
し

た
。
来
年
は
も
っ
と

沢
山
の
プ
ラ
カ
ー

ド
の
出
展
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

争議解決のお礼と引き続き支援を 

訴える中村議長 
生保・年金引き下げ違憲訴訟をたたかう 

仲間から支援の訴え 

プラカード展審査風景 

最優秀賞は北九州市職労女性部の作品でした 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１８年 ５月２２日 北九州地区労連ニュースＮＯ１３９（３） 

 

 

国
会
審
議
中
の
働
き
方
改
革
推
進

一
括
法
案
で
す
が
、
政
府
与
党
は
２
３

日
も
し
く
は
２
５
日
に
衆
議
院
厚
労

委
員
会
で
強
行
採
決
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
ご
存
じ
の
と
お
り
、
働
き
方

改
革
推
進
一
括
法
案
は
、
時
間
外
労
働

に
対
す
る
刑
罰
付
き
上
限
規
制
の
導

入
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
な
ど
方
向
性

と
し
て
は
一
定
評
価
で
き
る
内
容
も

含
ん
で
い
ま
す
が
、
裁
量
労
働
制
に
関

す
る
デ
ー
タ
ー
ね
つ
造
、
高
度
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ャ
ル
制
度
の
導
入
な
ど
、
非
常

に
大
き
な
問
題
を
抱
え
た
法
案
で
す
。 

 

と
り
わ
け
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ャ

ル
制
度
は
、
労
働
時
間
規
制
を
適
用
除

外
と
し
て
し
ま
う
た
め
、
２
４
時
間
の

就
労
を
命
じ
る
こ
と
も
可
能
と
な
る

極
め
て
危
険
な
も
の
で
、
長
時
間
労
働

の
歯
止
め
が
な
く
な
り
、
過
労
死
促
進

の
制
度
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
ま

た
、
政
府
は
不
誠
実
な
答
弁
を
繰
り
返

し
、
全
く
審
議
が
尽
く
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
ほ
ど
問
題
の
あ
る
制
度
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
政
府
・
与
党
は
ま
と
も

な
審
議
に
応
じ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
、
状
況
で
の
強
行
採
決
な
ど
あ
り

得
ま
せ
ん
。
断
固
阻
止
す
べ
く
、
今
こ

そ
、
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
！
！ 

 

４
月
２
９
日
（
日
）
１
１
時
か
ら
小

倉
駅
前
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
で
、

働
き
方
改
革
反
対
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン

実
行
委
員
会
の
「
働
き
方
改
革
反
対
全

国
キ
ャ
ラ
バ
ン
福
岡
行
動
」
の
集
約
集

会
が
持
た
れ
ま
し
た
。 

こ
の
行
動
に
は
、
自
治
労
全
国
一

般
、
ユ
ニ
オ
ン
北
九
州
、
全
港
湾
労
組
、

健
和
会
労
組
、
ポ
ポ
ロ
労
組
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ

Ｔ
Ｕ
、
北
九
州
地
区
労
連
が
ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー
の
違
い
を
超
え
て
結
集
。

北
九
州
で
の
共
同
の
広
が
り
を
感
じ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

九
州
労
働
弁
護
団
は
、
日
比
谷
野
音

集
会
に
連
動
し
５
月
２
２
日
（
火
）
１

８
時
３
０
分
か
ら
小
倉
駅
南
口
デ
ッ

キ
で
緊
急
街
宣
行
動
を
お
こ
な
う
の

で
、
各
組
織
の
旗
な
ど
を
持
ち
寄
り
多

く
の
参
加
を
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

 

「
食
べ
て
遊
ん
で
み
ん
な
で
平
和

を
感
じ
よ
う
！
５
・
３
北
九
州
憲
法
フ

ェ
ス
タ
」
が
、
憲
法
記
念
日
の
５
月
３

日
勝
山
公
園
図
書
館
横
広
場
に
平
和

を
愛
す
る
８
０
０
人
の
市
民
が
参
加

し
て
開
か
れ
ま
し
た
。 

 
 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
北
九
州
の
う
た

ご
え
の
合
唱
で
始
ま
り
主
催
者
挨
拶
、

日
本
共
産
党
、
社
民
党
か
ら
来
賓
挨

拶
、
戦
争
体
験
者
、
宗
教
者
、
医
療
関

係
者
に
よ
る
リ
レ
ー
ト
ー
ク
、
陽
菜
田

ぽ
っ
こ
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏
（
イ
マ
ジ

ン
な
ど
）
市
内
各
区
の
３
０
０
０
万
人

署
名
を
取
り
組
む
仲
間
か
ら
の
リ
レ

ー
ト
ー
ク
、
倍
音
ケ
イ
イ
チ
に
よ
る
口

琴
演
奏
な
ど
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し

た
。 

 
 

会
場
に
は
、
一
口
カ
ス
テ
ラ
、
焼

き
鳥
、
た
こ
焼
き
肉
う
ど
ん
、
カ
レ
ー
、

 唐
揚
げ
、
ビ
ー
ル
な
ど
お
い
し
い
食
べ

物
・
飲
み
物
も
た
く
さ
ん
出
店
。
文
字

通
り
飲
ん
で
食
べ
て
遊
ん
で
の
一
日

と
な
り
ま
し
た
。 

 

安
倍
改
憲
の
た
く
ら
み
を
粉
砕
す

る
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。 

公
契
約
条
例
制
定
に
つ
い
て
、 

意
見
交
換
会
が
も
た
れ
ま
し
た 

  

２
０
１
８
年
春
闘
・
全
労
連
統
一
要

請
書
、
公
契
約
条
例
に
つ
い
て
技
術
監

理
局
契
約
制
度
課
と
の
意
見
交
換
会

が
、
５
月
１
１
日
１
１
時
か
ら
本
庁
舎

７
階
会
議
室
で
も
た
れ
ま
し
た
。
地
区

労
連
か
ら
１
４
人
が
参
加
、
市
側
は
５

人
が
参
加
し
ま
し
た 

働き方改革反対全国キャラバン集約集会で 

決意を述べる永冨議長 

５・３憲法フェスタ 

９条改憲 NO！を掲げる参加者 

契約制度課と公契約条例について意見交換会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

労働法コラム  第５２回  

 

 

     

    黒崎合同法律事務所 

       東 敦子 弁護士 

例
え
ば
、
窃
盗
罪
、
殺
人
罪
と
い
っ

た
形
式
で
、
刑
法
が
定
め
た
セ
ク
ハ
ラ

罪
と
い
う
罪
は
あ
り
ま
せ
ん
が
言
葉

の
セ
ン
ス
に
お
い
て
も
、
政
治
家
が
発

す
る
発
言
と
し
て
も
「
こ
り
ゃ
ダ
メ

だ
」
な
発
言
で
す
。 

い
わ
ゆ
る
雇
用
機
会
均
等
法
１
１

条
は
、
事
業
主
が
、
職
場
に
お
い
て
行

わ
れ
る
性
的
な
言
動
に
対
す
る
そ
の

雇
用
す
る
労
働
者
の
対
応
に
よ
り
当

該
労
働
者
が
そ
の
労
働
条
件
に
つ
き

不
利
益
を
受
け
た
り
、
ま
た
は
当
該
性

的
な
言
動
に
よ
り
当
該
労
働
者
の
就

業
環
境
が
害
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
雇
用
管
理
上
必
要
な
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め

て
い
ま
す
。
こ
の
「
性
的
な
言
動
」
の

中
身
は
２
種
類
で
①
性
的
な
内
容
の

発
言
・
・
性
的
な
事
実
を
尋
ね
る
こ
と
、

性
的
な
内
容
の
情
報
（
噂
）
を
意
図
的

に
流
布
す
る
こ
と
、
性
的
冗
談
、
か
ら

か
い
、
食
事
・
デ
ー
ト
等
へ
の
執
拗
な

誘
い
、
個
人
的
な
性
的
体
験
談
を
話
す

こ
と
等
が
含
ま
れ
、
②
性
的
な
行

動
・
・
性
的
な
関
係
を
強
要
す
る
こ
と
、

必
要
な
く
身
体
に
触
る
こ
と
、
わ
い
せ

つ
な
図
画
（
ヌ
ー
ド
ポ
ス
タ
ー
等
）
を

配
布
、
掲
示
す
る
こ
と
、
強
制
わ
い
せ

つ
行
為
、
強
姦
等
が
含
ま
れ
ま
す
（
指

針
お
よ
び
通
達
）。 

さ
て
、
こ
こ
で
問
題
で
す
。
「
セ
ク

ハ
ラ
を
し
て
も
犯
罪
に
は
な
ら
な
い

の
」
？
答
え
は
「
犯
罪
に
な
る
行
為
も

あ
る
し
、
な
ら
な
い
行
為
も
あ
る
」
で

す
。
麻
生
氏
の
発
言
に
は
、
セ
ク
ハ
ラ

な
ん
て
大
し
た
こ
と
で
は
な
い
と
印

象
を
持
た
せ
よ
う
と
す
る
悪
意
を
感

じ
ま
す
し
、
報
道
さ
れ
て
い
る
内
容
か

ら
は
、
民
法
上
の
不
法
行
為
は
成
立
す

る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
民
法
上
の
不
法

行
為
で
訴
え
る
と
し
た
場
合
、
慰
謝
料

を
払
え
と
い
う
損
害
賠
償
請
求
で
す

か
ら
、
被
害
者
が
そ
れ
を
望
ん
で
い
な

い
な
ら
ば
訴
訟
な
ん
て
起
こ
す
は
ず

が
あ
り
ま
せ
ん
。
「
セ
ク
ハ
ラ
と
い
う

な
ら
、
訴
え
て
み
ろ
」
と
い
う
批
判
も

本
当
に
ナ
ン
セ
ン
ス
で
す
。 

２０１８年 ５月２２日 北九州地区労連ニュースＮＯ１３９（４） 

 

 

年
間
で
総
収
入
が
１
０
万
円
の
減
額

に
な
っ
た
。
確
定
交
渉
を
ガ
ン
バ
ロ

ウ
！
」
と
発
言
し
ま
し
た
。
４
年
前
３

人
だ
っ
た
青
年
が
１
８
人
に
な
り
ま

し
た
。
定
年
大
量
退
職
の
時
代
で
も
あ

り
ま
す
が
、
新
し
い
時
代
を
築
い
て
い

け
る
よ
う
２
０
１
８
方
針
を
決
定
し

ま
し
た
。 

 
憲
法
改
悪
反
対
・
安
倍
内
閣
総
辞
職

を
め
ざ
す
平
和
を
あ
き
ら
め
な
い
宣

伝
集
会
と
デ
モ
行
進 

 

５
月
１
９
日
（
土
）
１
４
時
か
ら

平
和
を
あ
き
ら
め
な
い
ネ
ッ
ト
の
定

例
宣
伝
・
集
会
が
行
わ
れ
、
労
働
組

合
、
婦
人
団
体
、
市
民
な
ど
が
ナ
シ

ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
違
い
、
組
織
の

違
い
、
支
持
政
党
の
違
い
を
・
の
り

こ
え
共
同
の
広
が
り
を
感
じ
さ
せ
る

集
会
・
宣
伝
行
動
と
し
て
成
功
し
ま

し
た
、
終
了
後
、
小
倉
駅
前
ま
で
元

気
い
っ
ぱ
い
コ
ー
ル
を
し
な
が
ら
行

進
し
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
と
教
職
員
が
生
き

生
き
と
過
ご
せ
る
学
校
を
！ 

 

５
月
１
２
日
（
土
）
戸
畑
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
に
て
、
全
教
北
九
州
市
教
職

員
組
合
の
第
１
１
回
定
期
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。 

討
論
の
中
で
、
部
活
動
に
よ
る
長
時

間
過
密
労
働
や
希
望
し
な
い
顧
問
に

さ
せ
ら
れ
日
常
生
活
に
支
障
が
出
て

い
る
こ
と
、
「
特
別
の
教
科
道
徳
」
や

「
外
国
語
活
動
」
「
外
国
語
」
の
移
行

措
置
、
学
力
向
上
策
で
、
現
場
が
混
乱

し
、
授
業
時
数
が
増
え
て
教
師
も
子
ど

も
も
疲
れ
て
い
る
こ
と
、
子
ど
も
た
ち

が
「
学
校
嫌
い
」
「
勉
強
嫌
い
」
に
な

ら
な
い
よ
う
に
職
場
で
論
議
し
て
い

る
こ
と
、
他
県
か
ら
異
動
し
て
き
て
気

づ
い
た
こ
と
や
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
、

等
が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

あ
る
退
職
前
の
男
性
は
「
権
限
移
譲

の
経
過
措
置
が
な
く
な
り
、
今
年
度
１

第７３回評議員会 を開催します 

 

と き ２０１８年６月８日 （金） 

と き １８時３０分～ 

ところ 戸畑生涯学習センター３階 

議 題  第３０回定期大会準備 

第３ 四半期会計報告 

暫定予算（案） 

評議員の皆さんご出席をよろしく 

第５５回北九州母親大会 

 

と き ２０１８年６月３日 （日） 

と き １０時～ １３時から 

ところ 若松市民会館 生涯学習 

分科会 １０：００～ 

全体会 １３：００～ 

記念講演講師は、精神科医の香山リ

カさんです。多くの方の参加を！ 

麻生財務大臣の「セクハラ」容認発言に抗議 

５．１９あきらめないネット街宣行動でパレード 

全教北九州委員長に選ばれた   挨拶 


